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ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
旧
蔵
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
つ
い
て

　
― 
天
理
図
書
館
蔵
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
十
、
解
説
と
校
異
・
翻
刻 

―末
　
次
　
　
　
智

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
九
二
年
〜
一
九
三
七
年
）
は
、
日
本
の
民
俗
学
の
草
創
期
に
日
本
に
滞
在
し
、
ア

イ
ヌ
や
東
北
地
方
、
そ
し
て
、
沖
縄
本
島
、
宮
古
島
を
探
索
し
た
ロ
シ
ア
の
言
語
学
者
で
あ
る
。
一
九
一
五
（
大
正

四
）
年
三
月
、
二
二
歳
で
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
大
学
派
遣
留
学
生
と
し
て
東
京
に
留
学
す
る
。
そ
の
後
、
留
学
を
終
え
、

ロ
シ
ア
に
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
母
国
で
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
り
、
そ
の
ま
ま
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
五
月
に
小
樽
商
業
学
校
の
ロ
シ
ア
語
教
師
嘱
託
と
な
り
、
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
年
）
の
東
京
滞
在
を
経
て
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
四
月
、
前
年
に
開
校
し
た
大
阪
外
国
語
学
校
に
初
代
ロ

シ
ア
語
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
。

（
１
）

そ
し
て
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
九
月
に
三
七
歳
で
、
革
命
後
の
ソ
連
に
帰
国
す

る
。
こ
の
時
、
ネ
フ
ス
キ
ー
が
日
本
に
、
一
部
の
資
料
を
残
し
、
こ
れ
が
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、「
ネ
フ
ス
キ
ー

文
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
加
藤
九
祚
著
『
天
の
蛇
』（

２
）の

記
述
や
引
用
で
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
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私
は
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
、
天
理
図
書
館
で
、
故
嘉
手
苅
千
鶴
子
氏
と
と
も
に
、
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
王
堂
本
）
を
見
出
し
た
さ
い（

３
）、

加
藤
の
著
書
を
も
と
に
、
ネ
フ
ス
キ
ー

の
資
料
に
つ
い
て
も
図
書
館
で
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
、
ま
だ
資
料
が
「
未
整
理
」
だ
と
い
う
理

由
で
、
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
、
加
藤
氏
の
著
書
に
増
補
版
の
「
完
本
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り（

４
）、

こ

れ
を
機
会
に
、
ネ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
再
度
調
べ
て
い
て
、
同
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ（

５
）

で
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
一
一
月
二
二
日
か
ら
二
九
日
に
、「
天
理
大
学
創
立
九
〇
周
年
記
念
特
別
展 

悲
劇
の

天
才
言
語
学
者
ネ
フ
ス
キ
ー
—
自
筆
資
料
に
見
る
軌
跡
—
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
後
に
知
っ
た
。
チ
ラ
シ
の

裏
に
は
「
天
理
図
書
館
で
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー
生
誕
一
二
〇
年
に
あ
た
る
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
、
本
館
が
所
蔵

す
る
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
（
ネ
フ
ス
キ
ー
が
帰
国
直
前
に
イ
ソ
夫
人
の
実
家
に
遺
し
た
、
日
本
滞
在
中
一
四
年
余
り
の
多

種
多
様
な
自
筆
資
料
群
）
を
目
録
化
し
て
、
広
く
研
究
に
供
し
て
き
ま
し
た
。」
と
あ
り
、
資
料
が
整
理
さ
れ
た
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
れ
で
、
同
図
書
館
を
一
昨
年
の
九
月
二
八
日
に
訪
れ
、
こ
れ
ら
を
確
認
し
た
。
そ
の
さ
い
に
、「
ネ
フ

ス
キ
ー
文
書
」
の
中
に
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
写
本
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
写
真
版
を
手
元
に
取
り
寄
せ
、
調

べ
た
結
果
が
本
稿
で
あ
る
。

チ
ラ
シ
裏
の
「
主
な
展
示
資
料
」
一
覧
を
見
る
と
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
興

味
深
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
と
く
に
私
が
関
心
を
持
つ
ネ
フ
ス
キ
ー
の
「
琉
球
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
別

稿
を
期
し
た
い
。
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さ
て
、
本
書
は
同
館
の
「
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
一
〇
巻
の
写
本
で
あ

る
（
こ
こ
で
は
仮
に
「
ネ
フ
ス
キ
ー
本
」
と
呼
ぶ
。
以
下
、「
ネ
本
」
と
省
略
す
る
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
筆
跡
か
ら
見

て
も
、
ネ
フ
ス
キ
ー
の
自
筆
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
書
誌
を
記
す
と
、
縦
約
24
・
5
㎝
、
見
開
き
約
34
㎝
（
片
面
17

㎝
）
で
、
和
紙
（
紙
料
不
明
）
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
無
い
。
同
館
で
私
が
確
認
し
た
さ
い
は
、
一
葉
ず

つ
透
明
の
フ
ァ
イ
ル
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
同
館
の
目
録
に
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
第
十
」
と
あ
る（

６
）。

こ
れ
ま
で
、
こ
の

よ
う
な
写
本
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
写
本
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

（
７
）

現
存
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
、
前
年
の

首
里
城
火
災
で
失
わ
れ
た
も
の
を
、
一
七
一
〇
年
に
琉
球
王
府
が
再
編
集
し
た
「
尚
家
本
」
が
沖
縄
県
立
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

ま
た
、
そ
の
さ
い
に
、
こ
れ
と
同
時
に
編
集
さ
れ
、
神
歌
主
取
家
で
あ
る
安
仁
屋
家
に
保
管
さ
れ
た

「
安
仁
屋
本
」
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は
沖
縄
戦
で
失
わ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
行
方
が

明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
廃
藩
置
県
の
さ
い
に
、
安
仁
屋
家
本
を
写
し
た
「
安
仁
屋
副
本
」
も
同
家
が
所
有
し
て
い

た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
沖
縄
戦
後
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
安
仁
屋
副
本
の
子
本
と
し
て
、

一
八
八
八
年
か
ら
一
八
九
二
年
に
か
け
て
沖
縄
県
知
事
で
あ
っ
た
丸
岡
完
爾
が
収
集
し
た
『
琉
球
史
料
』
の
中
に
『
お

も
ろ
さ
う
し
』（「
琉
球
史
料
本
」）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
沖
縄
県
庁
で
写
さ
れ
、
内
務
省
に
送
ら
れ
た
と
さ
れ

る
も
の
（「
内
務
省
本
」）
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
も
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て

は
、
一
八
九
三
年
に
沖
縄
県
尋
常
中
学
校
の
国
語
教
員
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
田
島
利
三
郎
が
琉
球
史
料
本
を
写
し
た
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「
田
島
本
」
が
現
存
し
、
こ
れ
は
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
伊
波
普
猷
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）

こ
れ
に
は
、
安
仁
屋
本
、
同
副
本
と
の
校
合
結
果
が
記
さ
れ
て
お
り
、
現
存
し
な
い
安
仁
屋
本
の
姿
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
の
は
こ
の
本
を
通
し
て
で
あ
る
。
同
様
に
琉
球
史
料
本
か
ら
、
仲
吉
朝
助
が
写
し
た
「
仲
吉
本
」
が
あ
り
、
こ
れ

も
同
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
公
開
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

さ
ら
に
、
琉
球
史
料
本
を
首
里
役
所
長
西
常
央（

（1
（

が
写
し
た
西
本
（
こ
れ

は
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
）、
先
に
触
れ
た
王
堂
本
（
第
三
巻
の
み
）、
こ
れ
を
写
し
た
「
か
ら
の
舎
本
」（
同
前
）

が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
図
に
す
る
と
本
解
説
末
尾
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
、
ネ
本
に
つ
い
て
、
池
宮
正
治
著
『
お
も
ろ
さ
う
し
諸
本
校
異
表
』（

（1
（

と
、
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編
『
定

本
お
も
ろ
さ
う
し
』（

（1
（

を
も
と
に
、
他
写
本
と
の
校
異
を
記
す
と
、
煩
瑣
に
な
る
が
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、

濁
点
、
読
点
、
そ
れ
に
空
白
の
校
異
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
最
初
の
数
字
は
巻
内
番
号
で
あ
り
（
全
巻
の

通
し
番
号
は
省
略
し
た
）、
次
の
数
字
は
行
番
号
（『
定
本
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
行
分
け
に
よ
る
）
を
示
す
。
な
お
、
以

下
の
校
異
に
は
、
活
字
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

【
ネ
フ
ス
キ
ー
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
十
、
校
異
一
覧
／
ネ
本
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
】

以
下
、
諸
本
を
下
記
の
如
く
省
略
し
て
記
す
。「
尚
家
本
（
尚
本
）」、「
仲
吉
本
（
仲
本
）」、「
田
島
本
（
田
本
）」、

「
ネ
フ
ス
キ
ー
本
（
ネ
本
）」。

ま
た
、
校
異
の
う
ち
、
一
重
傍
線
箇
所
は
、
田
島
本
よ
り
も
上
位
の
写
本
で
あ
る
尚
家
本
、
あ
る
い
は
（
田
島
本
に
示
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さ
れ
た
）
安
仁
屋
本
や
安
仁
屋
副
本
と
類
似
を
示
し
て
い
る
。
二
重
傍
線
箇
所
は
、
ネ
本
の
み
に
見
ら
れ
る
節
名
で
あ
る
。

ネ
本
、
表
紙
は
、
欠
落
し
て
い
る
。

1
ノ
3
「
す
る
や
に
」
は
、
尚
本
・
仲
本
「
す
る
や
や
に
」、
田
本
・
ネ
本
「
す
る
や
に
」。

2
節
名　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
・
無
し
。
ネ
本
「
む
か
し
は
ち
め
か
ら
の
ふ
し
」。

3
の
4　

�

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
や
ゝ
の
み
し
よ
」。
仲
本
・
田
本
「
や
し
の
み
し
よ
」。

3
ノ
8　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
よ
ら
」。
ネ
本
「
ま
ら
」。

3
ノ
9　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
お
く
と
」。
ネ
本
「
お
ゝ
と
」。

3
ノ
9　

尚
本
「
し
ゝ
と
」
ま
た
は
「
し
く
と
」
と
あ
る
。
仲
本
・
田
本
「
し
く
と
」。
ネ
本
「
し
ゝ
と
」。

3
ノ
14　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ほ
と
け
」。
ネ
本
「
ほ
と
み
」。

4
節
名　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
う
ち
い
て
は
お
し
か
け
ふ
し
」
ネ
本
「
う
ら
へ
て
は
お
し
か
け
ふ
し
」。

5
節
名　

�

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
大
き
み
き
や
と
き
と
や
り
き
や
ふ
し
」。
ネ
本
「
大
き
み
ぎ
や
と
き
と
や
り
か
ふ
し
」。

5
ノ
2　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
け
わ
い
こ
き
」。
ネ
本
「
け
わ
い
」。

6
節
名　

尚
本
・
ネ
本
「
—
い
と
め
つ
ら
か
ふ
し
」。
仲
本
・
田
本
「
—
い
と
あ
つ
ら
か
ふ
し
」。

7
ノ
11　

�

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
て
か
ち
」。
仲
本
・
田
本
「
て
り
ち
」。（
尚
本
、
仲
本
「
り
」
と
も
「
か
」
と
も
読

め
る
）
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8　
　
　

�

ネ
本
「
8
一
、
に
同
じ
」
と
あ
り
、
一
首
全
体
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
※
「
同
じ
」
と
は
、
重
複
し
て
い
る

巻
1
ノ
31
の
こ
と
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。

9
節
名　

�

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
き
こ
へ
大
き
み
ち
や
く
に
よ
せ
た
る
あ
ち
お
そ
い
か
ふ
し
」。
ネ
本
「
き
こ
へ
大
き

み
ち
や
く
に
よ
せ
た
る
あ
ち
お
そ
い
か
な
し
か
ふ
し
」。

9
ノ
3　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
う
ち
ち
ん
す
」。
ア
本
・
ネ
本
「
う
ち
ち
へ
す
」。

10
ノ
2　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
け
わ
い
」。
仲
本
・
田
本
「
け
わ
」。

11
ノ
9
・�

10　

尚
本
、
仲
本
・
田
本
「
や
ね
の
年
」、「
む
か
う
年
」。
ネ
本
「
や
ね
の
と
し
」、「
む
か
う
と
し
」。

11
ノ
11　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
よ
く
か
ほ
う
」。
ネ
本
「
よ
く
」
の
右
に
「
世
う
」。

11
ノ
18　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
き
や
め
」。
仲
本
・
田
本
「
ち
や
め
」。

12
ノ
3　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
世
う
な
お
さ
」。
ネ
本
「
世
う
な
お
せ
」。

13
ノ
10　

尚
本
・
ア
本
・
田
本
・
仲
本
「
て
か
ち
」。
ネ
本
「
て
か
ら
」。

14
ノ
2　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
け
や
れ
け
」。
ネ
本
「
や
れ
け
」。

14
ノ
13　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
め
よ
と
」。
ネ
本
「
め
と
よ
」。

14
ノ
20　

尚
本
・
ネ
本
「
あ
か
る
い
に
」。
仲
本
・
田
本
「
あ
か
る
い
よ
」。

15
ノ
5　

ネ
本
、「
こ
せ
て
」
の
「
こ
」
の
右
に
「
着
」
と
あ
る
。

16
ノ
2　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ま
た
た
る
よ
」。
ネ
本
「
ま
た
ゝ
る
よ
」。
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16
ノ
4　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ま
う
と
」。
ネ
本
「
ま
う
て
」。

17
節
名　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
て
や
ん
—
」。
仲
本
・
田
本
「
は
せ
ん
—
」。

17
ノ
10　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ち
は
な
れ
」。
ネ
本
「
ぢ
は
ち
れ
は
」。

18
、
19　

ネ
本
、
こ
の
2
首
は
欠
落
し
て
い
る
。

22
ノ
1　

尚
本
・
ア
本
・
田
本
・
仲
本
「
き
こ
へ
お
わ
も
り
」。
ネ
本
「
き
こ
ゑ
お
わ
も
り
」。

24
ノ
7　

尚
本
・
ア
本
・
田
本
・
仲
本
「
あ
か
る
」。
ネ
本
「
あ
か
る　
あ
か
る
」。

25
ノ
5
・
6　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
や
れ
と
む
」。
ネ
本
「
や
れ
と
も
」。

25
ノ
7　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
め
や
ら
へ
が
」。
ネ
本
「
め
や
べ
が
」。

25
ノ
9　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
お
り
よ
い
」。
ネ
本
「
お
り
よ
り
」。

25
ノ
10　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ち
こ
よ
い
」。
ネ
本
「
ち
こ
よ
り
」。

26
節
名　

尚
本
「
み
や
り
」。
ネ
本
・
仲
本
・
田
本
「
は
や
り
」。

26
ノ
6　

尚
本
「
な
か
む
ら
」。
ネ
本
・
仲
本
・
田
本
「
な
り
む
ら
」。

26
ノ
7　

尚
本
「
な
か
む
ら
」。
ネ
本
・
仲
本
・
田
本
「
な
り
む
ら
」。

26
ノ
16　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
の
き
あ
て
れ
」。
ネ
本
「
ぬ
き
あ
て
れ
」。

27
ノ
2
・
5　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
や
く
め
さ
」。
仲
本
・
田
本
「
や
じ
め
さ
」。

28
節
名　

尚
本
・
仲
本
「
ね
い
し
ま
い
し
か
ふ
し
」。
ネ
本
・
田
本
「
ね
い
し
か
ま
い
し
か
ふ
し
」。
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28
ノ
1　

�

尚
本
「
い
し
け
く
た
」。
ア
本
「
い
し
さ
く
た
」
あ
る
い
は
「
い
し
け
く
た
」。
ネ
本
・
仲
本
・
田
本
「
い
し

け
し
た
」。

29
ノ
1　

尚
本
・
仲
本
「
い
ち
な
は
の
」。
ネ
本
・
田
本
「
い
ち
な
わ
の
」。

30
ノ
3　

尚
本
・
仲
本
「
こ
し
ら
い
」。
ネ
本
・
田
本
「
こ
し
ら
へ
」。

31
節
名　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
、
無
し
。
ネ
本
「
こ
ば
せ
り
き
よ
や
り
ほ
し
や
か
ふ
し
」。

31
ノ
1　

�

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
み
ぢ
よ
も
い
」。
ネ
本
「
み
ち
よ
い
も
い
」
の
「
ち
よ
」
の
右
に
「
十
三
て
」
と
記

す
。

31
ノ
3　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
み
ぢ
よ
も
い
」。
ネ
本
「
み
て
も
い
」
の
「
て
」
の
右
に
「
ぢ
ょ
」
と
記
す
。

31
ノ
7　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
ゆ
み
き
」。
ネ
本
「
よ
み
き
」。

31
ノ
8　

尚
本
「
お
と
ち
や
ん
」。
ネ
本
・
仲
本
・
田
本
「
お
と
ぢ
や
へ
」。

32
ノ
7　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
た
な
き
よ
ら
」。
ネ
本
「
ふ
な
き
よ
ら
」。

33
節
名　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
し
ら
し
—
」。
仲
本
・
田
本
「
し
し
し
」。

33
ノ
5　

尚
本
・
ネ
本
・
田
本
「
よ
う
と
れ
か
」。
仲
本
「
よ
う
と
れ
る
」。

34
ノ
4　

尚
本
・
ネ
本
・
田
本
「
あ
さ
と
れ
か
」。
仲
本
「
あ
さ
と
れ
る
」。

34
ノ
5　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
よ
う
と
れ
か
」。
仲
本
・
田
本
「
よ
う
と
れ
る
」。

35
ノ
1　

尚
本
・
ア
本
・
ネ
本
「
い
ち
や
〳
〵
」。
仲
本
・
田
本
「
い
ち
や
し
」。
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36
節
名　

尚
本
・
仲
本
「
う
ら
お
そ
い
お
も
ろ
の
ふ
し
」。
ネ
本
・
田
本
「
う
ら
お
そ
い
お
も
ろ
ふ
し
」。

36
ノ
3　

尚
本
・
仲
本
・
田
本
「
き
や
」。
ネ
本
「
か
」。

…
…
〈
以
下
、
尚
本
欠
落
〉
…
…

39
節
名　

仲
本
・
田
本
、
無
し
。
ネ
本
「
ふ
な
や
れ
ひ
や
し
か
ふ
し
」。

41
ノ
2　

�

ネ
本
「
や
ゝ
と
」。
仲
本
「
や
し
と
」「
や
く
と
」「
や
ゝ
と
」
と
も
読
め
る
。
田
本
「
や
〳
〵
と
」。
ア
本

「
ゝ
か
ア
モ
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
い
う
。

41
ノ
12　

仲
本
・
ネ
本
「
あ
か
る
い
に
」。
田
本
「
あ
か
い
る
に
」。

42
ノ
6　

仲
本
・
田
本
「
な
よ
か
さ
の
て
と
り
ち
ゃ
う
す
」。
ネ
本
、
こ
の
一
行
無
し
。

42
ノ
7　

ア
本
・
ネ
本
「
ふ
な
は
ら
」。
仲
本
・
田
本
「
ふ
な
ば
し
」。

42
ノ
10　

仲
本
・
田
本
「
み
な
わ
せ
」。
ネ
本
「
み
な
は
せ
」。

42
ノ
12　

仲
本
・
田
本
「
た
つ
な
せ
」。
ネ
本
「
た
づ
な
わ
」。

44
ノ
4
・
5　

ア
本
・
ネ
本
「
き
ゝ
や
」。
仲
本
・
田
本
「
き
く
や
」。

44
ノ
6　

仲
本
・
田
本
「
お
き
し
ま
に
、
か
ら
」。
ネ
本
「
お
き
し
ま
か
ら
」。

44
ノ
15
・
16　

�

仲
本
・
田
本
「
か
い
ふ
た
に
か
ち　

又
か
い
ふ
た
か
ら
」。
ネ
本
、
こ
の
2
行
欠
け
て
い
る
。

右
を
確
認
す
る
作
業
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ネ
本
の
特
徴
を
箇
条
書
き
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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●
ネ
フ
ス
キ
ー
本
の
特
徴

ａ
、
最
初
の
一
首
を
除
き
、
う
た
の
冒
頭
に
巻
内
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
、
節
毎
の
行
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ｃ
、
ア
本
系
の
写
本
に
見
ら
れ
る
原
注
（「
言
葉
聞
書
」）
は
、
ま
っ
た
く
付
さ
れ
て
い
な
い
。

ｄ
、�

ネ
本
だ
け
の
違
い
、
つ
ま
り
、
写
し
間
違
い
も
か
な
り
の
数
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
写
本
は
メ
モ
的
な
も

の
と
し
て
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｅ
、
ネ
本
に
だ
け
し
か
な
い
節
名
が
三
例
記
さ
れ
て
い
る
。

ｇ
、
ネ
本
に
は
、
読
点
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

ｈ
、�

語
句
の
句
切
り
で
は
、
読
点
の
代
わ
り
に
空
白
が
用
い
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
仲
本
、
田
本
の
読
点
の
位
置
と
、
こ

の
空
白
の
位
置
は
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

ｉ
、
濁
点
は
、
全
体
的
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
す
べ
て
で
は
な
い
。

ｊ
、
節
名
に
は
、
数
例
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
濁
点
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
、
尚
家
本
で
欠
落
し
て
い
る
第
三
六
首
以
下
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
安
仁
屋
本
系
統
の
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ネ
本
の
体
裁
を
確
認
す
る
と
、
各
首
毎
に
巻
内
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り（
ａ
）、
節
毎
の
行
分
け
が
な

さ
れ
て
い
る（
ｂ
）こ
と
か
ら
田
島
本
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
と
り
あ
え
ず
田
島
本
の
写
し
だ
と
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判
断
で
き
る
。
一
方
で
、
田
島
本
に
も
記
さ
れ
て
い
る
ア
本
系
統
の
本
に
付
さ
れ
る
原
注
（「
言
葉
聞
書
」）
は
、
ま
っ

た
く
付
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
校
異
一
覧
で
、
一
重
傍
線
箇
所
で
は
、
田
島
本
よ
り
も
上
位
の
写
本
で
あ
る
尚
家

本
、
あ
る
い
は
（
田
島
本
に
示
さ
れ
た
）
安
仁
屋
本
や
安
仁
屋
副
本
と
類
似
を
示
す
箇
所
を
確
認
で
き
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
で
、
別
の
写
本
を
見
て
訂
正
し
た
と
い
ち
お
う
は
理
解
し
て
お
く
。
田
島
本

は
、
明
治
二
八
年
五
月
一
七
日
に
は
親
本
で
あ
る
「
琉
球
史
料
本
」
と
の
校
合
を
終
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ネ
本
が
田

島
本
や
仲
吉
本
よ
り
も
上
位
の
写
本
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
以
前
に
ネ
本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
る
が
、
ネ
フ
ス
キ
ー
が
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
を
考
え
る
と
、
や
は
り
そ
れ
は
考
え
に
く
い
。

ネ
フ
ス
キ
ー
自
身
が
第
三
者
に
依
頼
し
て
書
写
さ
せ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
本
は
誰
か
が
提
供
し
た
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
、
ネ
フ
ス
キ
ー
に
こ
の
写
本
を
提
供
し
た
人
物
を
推
測
し
て
み
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
本

は
筆
跡
か
ら
見
て
、
ネ
フ
ス
キ
ー
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
沖
縄
関
係
の
研
究
者

で
ネ
フ
ス
キ
ー
と
最
初
に
会
っ
て
い
る
の
は
、
東
恩
納
寬
惇
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
の
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
に
は
、
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
三
月
一
一
日
消
印
の
東
恩
納
か
ら
ネ
フ
ス
キ
ー
宛
の
封
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
ネ
フ
ス
キ
ー
が
東

恩
納
が
教
員
を
し
て
い
た
高
千
穂
中
学
校
で
「
研
究
」
に
つ
い
て
「
発
表
」
し
た
お
礼
が
記
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

さ
ら
に
、

同
文
書
に
は
、
お
そ
ら
く
大
正
一
一
（
一
九
一
二
）
年
九
月
一
三
日
と
思
わ
れ
る
消
印
の
、
末
吉
安
恭
か
ら
ネ
フ
ス

キ
ー
宛
の
封
書
が
あ
る
。
そ
の
手
紙
は
興
味
深
い
も
の
で
、
全
文
を
引
用
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。（

（1
（
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拝
啓
御
手
紙
披
見
い
た
し
候　

八
月
卅
日
午
前
中
御
帰
宅
の
由
相
変
ら
ず
御
研
究
の
こ
と
ゝ
存
し
候

御
中
城
の
お
も
ろ
に
出
て
た
る
あ
や
ご

0

0

0

の
儀
早
速
貴
校
に
御
報
申
上
候　

右
は
お
も
ろ
御
艸
紙
の
第
四
巻　

あ
お

り
や
へ
さ
す
か
さ
の
お
も
ろ
御
さ
う
し
第
十
頁
に
出
つ

　

き
こ
へ
お前

あ
りし
かきさ
か
や
ち
よ
こ
た
に
し
ら
せ
か
ふ
し
（
節
名
）

一
、
き
こ
ゑ
さ
す
か
さ
か
、
よ
、
そ
わ
る
、
あ
やを

ど
りこ

　
　

と
よ
む
さ
す
か
さ
か

　
　

も
り
、
お
と
ち
や
は
、
さ
た
け
て

　

よ
そ
わ
る
あ
や
こ
の
ふ
し
（
節
名
）

一
、
き
こ
ゑ
さ
す
か
さ
か
、
こ
へ
や
て
、
お
き
も
や
す
ま

　
　

と
よ
む　

さ
す
か
さ
か

一　

き
こ
ゑ
さ
す
か
さ
か
、
あ
ま
へ
わ
ち
へ
、
あ
す
ひ
よ
わ

　
　

と
よ
む
さ
す
か
さ
か

　
　

け
お
の
う
ち
は
、
を
し
あ
け
て
、
さ
ん
こ
お
り
、
つ
き
あ
け
て
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し
よ
り
も
り
、
お
れ
わ
ち
へ

　
　

ま
た
ま
も
り
お
り
わ
ち
へ

あ
や
こ

0

0

0

を
を
と
り
と
註
し
あ
り　

又
あ
そ
び
な
と
い
ふ
語
も
出
づ
れ
ば
踊
の
意
に
お
も
ろ
で
も
使
ひ
居
る
こ
と
が

知
れ
申
候　

さ
れ
は
昔
は
宮
古
の
み
な
ら
ず　

本
島
に
も
あ
り
し
ニ
覧
之
申
候　

右
貴
急
を
得
申
候
也　

草
々

末
吉
安
恭

　

ネ
フ
ス
キ
ー
学
兄

こ
れ
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
、
宮
古
島
の
上
運
天
（
稲
村
）
賢
敷
に
会
っ
て
、
宮
古
島
の
言
葉
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ネ
フ
ス
キ
ー
に
、
宮
古
島
の
歌
謡
「
あ
や
ご
」
に
つ
い
て
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
用
例
を
示

し
、
沖
縄
本
島
で
も
か
つ
て
は
同
語
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
こ
と

が
ネ
フ
ス
キ
ー
が
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
関
心
を
抱
く
契
機
と
な
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
安
恭
の
筆
跡
を

他
文
書
で
確
認
す
る
と
、
ネ
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

あ
と
、
ネ
本
を
提
供
し
た
人
物
と
し
て
可
能
性
が
高
い
の
は
、
や
は
り
伊
波
普
猷
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
天
理
図

書
館
の
「
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
」
に
は
、
何
枚
か
の
名
刺
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
伊
波
の
も
の
が
あ
り
、
こ
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れ
に
は
「
東
京
都
小
石
川
区
指
ヶ
谷
町
四
小
笠
原
方
」
と
住
所
が
手
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

伊
波
が
沖
縄
を
離
れ
て

東
京
（
小
石
川
区
戸
崎
町
）
に
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
の
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。（

（1
（

こ
れ
は
、

ネ
フ
ス
キ
ー
が
大
阪
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
文
書
に
は
、
伊
波
が
ネ
フ
ス
キ
ー
に
小

石
川
区
戸
崎
町
か
ら
送
っ
た
絵
葉
書
も
残
さ
れ
て
い
る
。（

（1
（

名
刺
は
、
こ
の
葉
書
以
前
に
ネ
フ
ス
キ
ー
に
手
渡
さ
れ
た
も

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
ネ
フ
ス
キ
ー
と
伊
波
と
の
関
係
は
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
以
後
だ
と
推
測
で
き

る
。
こ
の
年
に
は
、
伊
波
の
手
に
な
る
初
の
活
字
本
『
校
訂
お
も
ろ
さ
う
し
』（
南
島
談
話
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

ネ
フ
ス
キ
ー
も
こ
れ
を
伊
波
か
ら
贈
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
写
本
は
必
要
な
く
な
り
、
日
本
に
残
し
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
関
係
の
人
物
と
し
て
は
、
山
内
盛
彬
の
名
刺
も
残
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
そ
こ
に
手
書
き
で
記

さ
れ
た
住
所
は
「
深
川
区
猿
江
裏
町
二
九
」
と
な
っ
て
い
る
。
山
内
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
田
辺
尚
雄
に
洋
楽

を
学
ぶ
た
め
に
東
京
に
上
京
し
て
お
り
、
そ
の
年
の
十
月
に
は
祖
父
盛
熹
危
篤
の
報
を
受
け
帰
省
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
次
は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
三
月
に
上
京
し
て
、
牛
込
の
雪
谷
に
居
を
構
え
た
が
、
こ
の
年
の
九
月
に
ネ
フ
ス

キ
ー
は
日
本
を
離
れ
て
お
り
、
山
内
に
会
っ
た
の
は
、
最
初
の
上
京
の
時
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
時
、
山
内
は

二
五
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
前
、
大
正
一
（
一
九
一
二
）
年
の
八
月
十
七
日
か
ら
一
週
間
、
宜
野
湾
間
切

の
安
仁
屋
家
に
滞
在
し
、
王
府
お
も
ろ
五
曲
六
節
を
伝
授
さ
れ
、
採
譜
し
て
い
る
。（

（2
（

だ
が
私
は
、
山
内
が
、
王
府
お
も

ろ
以
外
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
写
本
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
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だ
と
す
れ
ば
、
や
は
り
ネ
本
を
提
供
し
た
の
は
、
現
時
点
で
は
、
伊
波
の
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
田
島
本

を
書
写
し
た
の
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
見
て
も
、
所
有
者
の
伊
波
自
身
で
は
な
く
、
第
三
者
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
校

異
一
覧
に
二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
ネ
本
に
は
、
他
の
写
本
に
は
無
い
節
名
が
付
さ
れ
た
も
の
が
三
首
あ
る
。
10

ノ
２
は
そ
の
重
複
オ
モ
ロ
で
あ
る
巻
22
ノ
22
か
ら
、
10
ノ
31
は
や
は
り
重
複
オ
モ
ロ
の
13
ノ
212
か
ら
、
そ
し
て
、
尚
家

本
に
は
欠
落
し
て
い
る
10
ノ
39
も
、
重
複
オ
モ
ロ
で
あ
る
13
ノ
65
か
ら
補
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
六
カ
所
だ
け
、
す

べ
て
巻
13
か
ら
だ
が
、
や
は
り
重
複
オ
モ
ロ
と
の
異
同
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
も
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の

「
重
複
」
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
田
島
本
に
は
、
田
島
自
身
の
手
に
な
る
注
記
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
右
の
異
同
以
外
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い

た
書
き
手
は
誰
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
さ
ら
に
、
田
島
本
の
上
位
本
を
も
と
に
表
記
を
書
き
改
め
た
の
は
誰

か
。
あ
る
い
は
、
伊
波
が
指
示
を
し
て
書
写
さ
せ
た
の
か
。
こ
の
辺
の
事
情
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

さ
ら
に
、
天
理
図
書
館
の
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
に
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
か
ら
抄
出
し
た
ノ
ー
ト
も
あ
り（

（2
（

、
こ
れ
を

見
る
と
、
巻
二
、五
、八
、九
、一
〇
、一
三
、一
四
、一
五
、二
二
か
ら
、
巻
毎
の
通
し
番
号
を
記
し
、
歌
詞
を
お
そ
ら
く
ロ

シ
ア
語
で
訳
し
て
抜
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
に
保
管
さ
れ
て
い
る

『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト
』
に
も
、
方
言
の
用
例
と
し
て
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
か
ら
、
右
以
外
で
は
、
巻
一
七
、一
九
、二
一

か
ら
語
彙
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。（

（2
（

『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト
』
は
、
宮
古
語
辞
典
の
草
稿
で
あ
り
、
オ
モ
ロ
の
抜
き
書
き
は
、

そ
の
た
め
の
準
備
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
ネ
フ
ス
キ
ー
の
手
元
に
は
、
第
十
巻
だ
け
で
な
く
、『
お
も
ろ
さ
う
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し
』
の
す
べ
て
の
巻
が
揃
っ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
な
ぜ
か
一
巻
だ
け
が
、
妻
イ
ソ
の
実

家
に
残
さ
れ
、
そ
の
後
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
伊
波
普
猷
が
大
正
一
四

（
一
九
二
五
）
年
に
刊
行
し
た
活
字
本
『
校
訂
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
準
備
の
た
め
に
田
島
本
、
あ
る
い
は
仲
吉
本
を
写

し
た
写
本
が
あ
り
、
こ
れ
が
そ
う
だ
と
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
ネ
本
固
有
の
表
記
は
、『
校
訂
お
も
ろ
さ
う
し
』

に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
、
こ
れ
は
田
島
本
の
下
位
の
写
本
だ
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
自
然
だ

が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
で
は
解
決
で
き
な
い
表
記
の
問
題
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
写
本

は
、
尚
家
本
で
は
欠
落
し
て
い
る
巻
十
末
尾
の
十
首
の
理
解
に
は
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
沖
縄
の
研
究
者
と

ネ
フ
ス
キ
ー
の
交
流
を
示
す
記
録
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。（

（2
（

【
注
】

（
1
）
以
上
は
、
お
も
に
、
生
田
美
智
子
編
『
資
料
が
語
る
ネ
フ
ス
キ
ー
』（
二
〇
〇
三
年
、
大
阪
外
国
語
大
学
）
の
「
ネ
フ
ス
キ
ー

の
略
年
譜
」
に
よ
っ
た
。

（
2
）
一
九
七
六
年
、
河
出
書
房
新
社
。

（
3
）
末
次
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
お
も
ろ
さ
う
し
」『
琉
球
の
王
権
と
神
話
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
ま
た
、
同
「
天
理
図
書
館

蔵
『
沖
縄
祭
歌
』—
王
堂
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
解
説
と
翻
刻
—
」（『
歌
謡
—
研
究
と
資
料
—
』
第
五
号
、
歌
謡
研
究
会
、

一
九
九
二
年
）、
同
「
天
理
図
書
館
蔵
『
沖
縄
祭
歌
』
正
誤
表
」（『
歌
謡
—
研
究
と
資
料
—
』
第
六
号
、
歌
謡
研
究
会
、
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一
九
九
三
年
）。
な
お
、
外
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編
『
定
本
お
も
ろ
さ
う
し
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
に
は
、「
こ
の

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
英
王
堂
本
）
は
行
方
が
知
れ
な
い
」（「『
お
も
ろ
さ
う
し
』
総
説
」）
と
あ
り
、

さ
ら
に
、
波
照
間
校
注
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
上
〈
琉
球
文
学
大
系
1
〉（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
の
「『
お
も
ろ
さ
う

し
』（
上
巻
）
解
説
」
で
も
同
様
に
「『
英
王
堂
本
』
も
現
在
で
は
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
、
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
注（
2
）が
増
補
さ
れ
、『
完
本 

天
の
蛇
—
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
生
涯
—
』（
二
〇
一
一
年
、
同
社
）。
注（
1
）書
の
存

在
は
、
同
書
の
「
増
補
完
本
あ
と
が
き
」
の
「
追
記
」
で
知
っ
た
。

（
5
）https://w

w
w
.tenri-u.ac.jp/calendar/q3tncs00000yfv4e-att/90th_N

evsky_p.pdf

（2021.09.06

閲
覧
）
な
お
、
同
展

で
は
、
一
一
月
二
九
日
に
、「
記
念
講
演
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
講
演
の
演
者
と
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
天

理
図
書
館
と
ネ
フ
ス
キ
ー
」（
天
理
図
書
館
資
料
部
長　

三
濱
靖
和
）、「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ネ
フ
ス
キ
ー
評
価
の
変
遷
」（
ロ
シ

ア
文
化
省
遺
産
研
究
所
主
任
研
究
員　

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
バ
ク
シ
ェ
フ
氏
）、「
自
筆
資
料
か
ら
見
る
ネ
フ
ス
キ
ー
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
大
阪
大
学
名
誉
教
授　

生
田
美
智
子
氏
）、
そ
し
て
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
加
藤
九
祚
氏
（
国
立
民
族
学
博
物

館
名
誉
教
授
）
と
オ
レ
グ
・
リ
ャ
ボ
フ
氏
（
在
大
阪
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
）
が
参
加
し
て
い
る
。
な
お
、
同
年
に
は
、
ロ
シ
ア

で
も
、
生
誕
一
二
〇
年
の
講
演
会
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、
北
海
道
大
学
の
、
簑
島
栄
紀
氏
（
ア
イ
ヌ
文
化
史
）、
谷
本
晃

久
氏
（
北
海
道
地
域
史
）
の
ご
教
示
で
知
っ
た
。
そ
の
さ
い
、
狩
俣
繁
久
氏
（
元
琉
球
大
学
）
が
現
地
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

（
6
）
請
求
記
号
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。「088—イ

2
—A

22

」（
翻
刻
番
号
1
4
0
1
）
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（
7
）
以
下
は
、
断
ら
な
い
限
り
、
池
宮
正
治
「
四　

テ
キ
ス
ト
／
第
一
章　

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
概
説
」（
島
村
幸
一
編
『
琉
球
文

学
総
論
（
池
宮
正
治
著
作
選
集
1
）』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）、
波
照
間
「
十
一　

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
原
本
と
書
写
諸

本
／
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
総
説
」（
外
間
・
波
照
間
編
、
注〈
3
〉書
。）
を
参
照
し
た
。

（
8
）
沖
縄
県
立
博
物
館
監
修
『
尚
家
本
お
も
ろ
さ
う
し
』
全
二
二
冊
、
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
七
九
年
。
比
嘉
実
編
『
尚
家
本
お
も
ろ
さ

う
し
（
沖
縄
研
究
資
料
14
）』
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
一
九
九
三
年
。
外
間
・
波
照
間
編
、
注（
3
）同
書
、
に
は
、
尚

家
本
の
書
影
が
す
べ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
「
琉
球
・
沖
縄
関
係
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
す
べ

て
翻
刻
し
た
も
の
に
、
齋
藤
郁
子
「
田
島
本
お
も
ろ
さ
う
し
」（『
沖
縄
芸
術
の
科
学
』
第
一
二
号
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属

研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。
読
み
に
く
い
田
島
手
書
き
の
ノ
ー
ト
を
、
書
き
込
み
も
含
め
て
活
字
化
し
た
労
作
で
あ
る
。

（
10
）
こ
れ
も
、
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
「
琉
球
・
沖
縄
関
係
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
西
常
央
の
生
涯
と
沖
縄
研
究
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
末
次
「
沖
縄
の
西
常
央
—
近
代
的
沖
縄
研
究
へ
の
架
け
橋
と
し

て
—
」（『
京
都
精
華
大
学
紀
要
』
第
三
六
号
、
京
都
精
華
大
学
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
12
）
南
西
印
刷
出
版
部
、
一
九
八
〇
年
。

（
13
）
外
間
・
波
照
間
編
、
注（
3
）書
。

（
14
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—C2

」
岡
正
雄
編
『
月
と
不
死
（
東
洋
文
庫
185
）』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
に
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー
か

ら
東
恩
納
寛
惇
宛
の
書
簡
（
大
正
九
〈
一
九
二
〇
〉
年
付
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
却
説
、
お
も
ろ
に
対
句
と
し
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て
出
て
来
る
言
葉
は
、
必
ら
ず
同
意
味
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
未
だ
讃
成
し
が
た
く
思
ふ
例
も
御
座
い
ま
す
か
ら
、
…
…
」

（
一
七
六
頁
）
と
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
触
れ
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
、
ネ
フ
ス
キ
ー
が
こ
の
写
本
を
見
て
い
た

こ
と
が
判
る
。

（
15
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—C2

」（
翻
刻
番
号

1402
）

（
16
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—D

2

」

（
17
）
外
間
・
比
屋
根
照
夫
編
「
年
譜
」『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
一
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
。

（
18
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—C3

」

（
19
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—D

2
」

（
20
）
以
上
、
山
内
の
動
き
に
つ
い
て
は
、「
年
譜
」『
山
内
盛
彬
著
作
集
』
第
三
巻
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
三
年
。

（
21
）
請
求
記
号
「088—イ

2
—B341

」
こ
れ
に
は
、
一
部
仮
名
と
漢
字
で
節
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ヤ
ロ
シ
ュ
「『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
親
族
語
彙
」『
琉
球
の
方
言
』
第
四
〇
号
、
法
政
大
学
沖
縄

文
化
研
究
所
、
二
○
一
六
年
、
同
「『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
形
容
詞
」『
琉
球
の
方
言
』
第
四
一
号
、
法
政
大
学
沖
縄

文
化
研
究
所
、
二
○
一
七
年
。
こ
れ
は
同
研
究
所
の
『
宮
古
方
言
ノ
ー
ト
』
の
一
部
で
あ
り
、
す
べ
て
が
整
理
さ
れ
れ
ば
、

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
か
ら
の
引
用
は
さ
ら
に
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

（
23
）
本
稿
の
脱
稿
後
、
田
中
水
絵
『
歌
の
島
・
宮
古
の
ネ
フ
ス
キ
ー
』（
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、
二
〇
二
二
年
）
を
手
に
し
た
。
こ
れ

に
も
、
天
理
図
書
館
の
ネ
フ
ス
キ
ー
文
書
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
ネ
フ
ス
キ
ー
本
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ネ
フ
ス
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キ
ー
と
沖
縄
研
究
を
広
く
知
る
う
え
で
有
効
で
あ
っ
た
。

	

【『
お
も
ろ
さ
う
し
』
写
本
系
統
図
】
※

内
は
現
存
す
る
写
本
。
こ
れ
は
仮
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

	

安
仁
屋
本

安
仁
屋
副
本

尚
家
本

西
本

王
堂
本

か
ら
の
舎
本

琉
球
史
料
本

仲
吉
本

田
島
本

ネ
フ
ス
キ
ー
本
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【
翻
刻
】

　

一
大
ぬ
し
ぎ
や　

天
と
ゞ
ろ　

す
る
や
に　

ゑ
け　

せ

ぢ
ま
さ
て
ち
よ
わ
れ

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

あ
め
と
ゞ
ろ
す
る
や
に

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

あ
や
こ
ば
ま
す
る
や
に

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

し
づ
こ
ば
ま
す
る
や
に

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

ま
は
へ
あ
な　

に　

ち
よ
わ
ち
へ

　

又
大
ぬ
し　

と
り
の
も
り　

ち
よ
わ
ち
へ

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

国
ま
わ
り　

し
よ
わ
ち
へ

　
む
か
し
は
ち
め
か
ら
の
ふ
し

2
一
む
か
し
は
ぢ
ま
り　

や　

て
た
こ
大
ぬ
し　

や

き
よ
ら
や　

て
り
よ
わ
れ

　

又
せ
の
み
は
ぢ
ま
り

　

又
て
だ
い
ち
ろ
く　

か

　

又
て
だ
は
ち
ろ
く　

か

　

又
お
さ
ん
し
ち
へ　

み
お
れ
は

　

又
さ
よ
こ
し
ち
へ　

み
お
れ
は

　

又
あ
ま
み
き
よ　

は　

よ
せ
わ
ち
へ

　

又
し
ね
り
き
よ　

は　

よ
せ
わ
ち
へ

　

又
し
ま
つ
く
れ　

て
　ゝ

わ
ち
へ

　

又
く
に
つ
く
れ　

て
　ゝ

わ
ち
へ　

　

又
こ
ゝ
ら
き
の　

し
ま
〳
〵

　

又
こ
ゝ
ら
き
の　

く
に
〳
〵

　

又
し
ま
つ
く
る　

ぎ
や
め
も

　

又
く
に
つ
く
ら　

ぎ
や
め
も　

　

又
て
だ
こ　

う
ら
き
れ
て

　

又
せ
の
み　

う
ら
き
れ
て

　

又
あ
ま
み
や　

す
ぢ
や　

な
す
な　

　

又
し
ね
り
や　

す
ぢ
や　

な
す
な

　

又
し
や
り　

は　

す
ぢ
や　

な
し
よ
わ
れ
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あ
け
し
の
か
ふ
し 

3
一
ぢ
天
と
よ
む
大
ぬ
し　

ほ
し
の
か
た　

も
ち
ろ
ち

へ　

ち
よ
わ
れ

　

又
天
ち
と
よ
む　

わ
か
ぬ
し

　

又
や
ゝ
の
み
し
よ　

め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
ほ
し
の
か
た
の
み
き
ゝ
う
び

　

又
せ
ぢ
ま
つ
る
ぎ　

さ
し
よ
わ
ち
へ

　

又
こ
ゑ
か
す
の　

な
り
き
よ
ら

　

又
あ
も
と　

ま
ら
し
よ
わ
ち
へ

　

又
お
ゝ
と　

し
ゝ
と　

し
き
よ
わ
ち
へ

　

又
お
く
と　

ま
う
と　

ふ
み
よ
わ
ち
へ

　

又
な
み
と
ゞ
ろ　

ふ
み
よ
わ
ち
へ

　

又
か
さ
な
お
り　

さ
し
よ
わ
ち
へ

　

又
き
も
き
ゝ
と
う
し　

さ
き
た
て

　

又
ほ
と
み
た
か
べ　

さ
き
た
て

　

又
あ
ま
お
れ
大
き
み　

さ
き
た
て

　

又
国
お
れ
大
き
み　

さ
き
た
て

　

又
天
か
な
し　

し
ち
や
げ
わ

　

又
て
に
き
よ
ら　

は　

し
だ
け
り

　
う
ら
へ
て
は
お
し
か
け
ふ
し 

4
一
さ
や
は
た
け
み
ち
や
け　

ゑ
よ
ゑ　

や
れ　

お
せ

　

又
そ
こ
に
や
だ
け
み
ち
や
け

　

又
さ
ん
こ
お
り　

あ
つ
る

　

又
さ
ん
み
や
あ
し
や
げ　

あ
つ
る

　

又
よ
き
の
い
ろ
の　

つ
ま
ぐ
ろ

　

又
ま
し
ぢ
よ
き
や
の　

つ
ま
く
ろ

　

又
金
き
や
く
ら　

よ
り
か
け

　

又
な
む
ち
や　

き
や
く
ら　

よ
り
か
け

　

又
玉
し
り
ぎ
や　

よ
り
か
け

　

又
玉
く
み
ぎ
や　

よ
り
か
け

　

又
て
お
の
い
と　

ま
は
る
び
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又
く
も
こ
た
づ
な　

よ
り
か
け

　

又
大
き
み　

の　

め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
く
に
も
り　

ぎ
や
め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
よ
な
は
ば
ま　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
ば
て
ん
ば
ま　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
浦
ま
わ
り　

め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
さ
き
ま
わ
り　

め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
あ
か
る
い
に　

あ
よ
み
わ

　

又
て
た
か
あ
な　

に
あ
よ
み
わ

　
大
き
み
ぎ
や
と
き
と
や
り
か
ふ
し 

5
一
大
き
み
ぎ
や　

い
と
め
つ
ら　

め
し
よ
わ
ち
へ　

あ
ま
へ
て　

け
わ
い
し
よ
わ
ち
へ

　
　
※
十
三
、
120　

し
よ
わ
ち
へ　

み
も
ん
と
あ
り

　

又
国
も
り
ぎ
や　

玉
め
つ
ら

　

又
あ
さ
と
れ　

が　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ　

が　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら　

は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら　

は
お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ　

ゑ
ら
て　

の
せ
て　

　

又
て
か
ち　

ゑ
ら
て
の
せ
て

　
大
き
み
ぎ
や
い
と
め
つ
ら
が
ふ
し  

6
一
大
き
み
ぎ
や　

時
と
や
り　

お
れ
わ
ち
へ　

あ
ま

へ
て　

し
ま
よ
り　

ま
さ
り　

よ
わ
ち
へ

　

又
く
に
も
り　

ぎ
や　

ゑ
か
と
や
り

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に　

　

又
け
よ
の
き
や
る
へ　

る
ひ
に

　

又
大
き
み
ぎ
や　

し
ま
内
ど
み　

め
し
よ
わ
ち
へ

　

又
く
に
も
り
ぎ
や　

け
お
の
は
ね
う
ち　

め
し
よ
わ

ち
へ
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あ
け
し
の
か
ふ
し 

7
一
き
こ
へ
せ
ぢ　

あ
ら
き
み　

だ
し
ま
し
と
よ
も　

お
も
か
は　

あ
が
て　

お
わ
ち
へ

　

	

十
三
ニ
な
さ　
　
　
　
　
　

	

十
三
み
よ
わ
ち
へ

　

	

わ
か
い
き
よ　

い
き
や
て	

み
ち
や
る

　

又
と
よ
も
せ
ぢ
あ
ら
き
み

　

又
あ
さ
ど
れ
か
し
よ
れ
ば　
　
十
三　

あ
け
る
月
せ
と
、

し
や
り

　

又
よ
う
ど
れ
か
し
よ
れ
ば　
　
　
　々

な
お
り
月
せ
と
し

や
り

　

又
い
ち
や
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て

　

又
ふ
ね
こ　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

8
一
、
に
同
じ
。

　
き
こ
へ
大
き
み
ち
や
く
に
よ
せ
た
る
あ
ぢ
お
そ
い
か
な
し
か
ふ
し 

9
一
あ
お
り
く
も
の
あ
ん
し　

ぢ
や
く
に
し
ら
た
る　

う
ち
ち
へ
す　

も
ど
れ

　

又
て
お
り
く
も
の
あ
ん
し　

　

又
し
よ
り
お
や
い
く
さ　

　

又
ぐ
す
く
お
や
い
く
さ

　

又
い
た
ぢ
や　

せ
め
つ
け
て

　

又
か
な
ぢ
や　

せ
め
つ
け
て

　

又
い
た
ぢ
や　

せ
め
い
ぢ
や
ち
へ

　

又
か
な
ぢ
や　

せ
め
い
ぢ
や
ち
へ

　

又
ま
ゝ
き　

お
い
つ
め
て

　

又
て
ら
ほ　

お
い
つ
め
て

　

又
も
ゝ
そ　

き
り
ふ
せ
て

　

又
な
ゝ
そ　

き
り
ふ
せ
て

　
う
ら
お
そ
い
お
も
ろ
の
ふ
し 
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10
一
い
し
て
ん
か
お
も
ろ　

ま
人
の
け
わ
い
ち
よ　

み

も
ん

　

又
か
な
て
ん
が
お
も
ろ

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
き
こ
ゑ
あ
ん
し
お
そ
い

　

又
と
よ
む
あ
ん
し
お
そ
い

　

又
き
や
の
う
ち
あ
や
み
や　

に

　

又
き
や
の
う
ち
く
せ
み
や　

に

　

又
物
ま
い
り　

し
よ
わ
ち
へ

　

又
て
ら
ま
い
り　

し
よ
わ
ち
へ

　
き
こ
へ
さ
す
か
さ
か
よ
な
お
せ
か
ふ
し 

11
一
き
こ
ゑ
こ
は
せ
り
き
よ　

み
や
り
ほ
し
や　

し
よ

り
の　

め
つ
ら
し
や　

さ
に
あ
る

　

又
と
よ
む
こ
ば
せ
り
き
よ

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
あ
が
る
い
は　

た
か
べ
て

　

又
て
だ
か
あ
な　

は
た
か
べ
て

　

又
や
ね
の
と
し　

な
ら
は

　

又
む
か
う
と
し　

な
ら
は

　

又
よ世

うく
か
ほ
う　

す
る
む

　

又
の
ち
か
ほ
う　

す
る
む

　

又
し
よ
り
も
り　

し
ら
れ
ゝ

　

又
ま
た
ま
も
り　

し
ら
れ
ゝ

　

又
あ
ん
し
お
そ
い　

に
し
ら
れ
ゝ

　

又
た
ゝ
み
き
よ　

に
し
ら
れ
ゝ

　

又
ひ
や
く
さ　

ぎ
や
め　

ち
よ
わ
れ

　

又
も
ゝ
と　

き
や
め　

ち
よ
わ
れ

　
き
こ
へ
こ
ば
せ
り
き
よ
み
や
り
ほ
し
や
か
ふ
し 
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12
一
き
こ
ゑ
さ
す
か
さ
か　

い　

よ
け　

よ
う　

よ

な
お
せ　

世
う
な
お
せ

　

又
と
よ
む
さ
す
か
さ
か　

よ

　

又
け
お
の
あ
け
と
ま
に

　

又
け
お
の
あ
け
だ
ち
に

　

又
あ
が
る
い　

に　

み
や
れ
は

　

又
て
た
が
あ
な
に
み
や
れ
は

　

又
む
ら
さ
き
の　

あ
や
く
も

　

又
む
ら
さ
き
の　

の
ち
く
も

　

又
し
ま
な
か
に
ね
と
お
り　

　

又
く
に
な
か
ね
と
う
り

　
き
こ
へ
こ
ば
せ
り
き
よ
や
れ
け
が
ふ
し

13
一
と
し
ま
し
ま
お
そ
い　

や　

ふ
れ
ま
て　

こ
け

つ
な　

や
ぢ
よ
く　

ゑ
や
れ　

お
そ
い　

や
ぢ
よ
く

　

又
き
こ
ゑ
く
に
せ
り
き
よ

　

又
あ
さ
ど
れ
が　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
ど
れ
が　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
ま
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
ま
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て
の
せ
て

　

又
て
か
ら
ゑ
ら
て
の
せ
て

　
あ
か
ん
お
ゑ
つ
き
か
か
い
と
り
か
ふ
し

14
一
き
こ
ゑ
こ
ば
せ
り
き
よ　

や
れ　

け

　

又
と
よ
む
こ
は
せ
り
き
よ

　

又
あ
さ
と
れ
か
し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か
し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て
の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て
の
せ
て
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又
し
ち
よ
き
や
か
た
は
る　

に

　

又
ま
き
し
や
か
た
は
る　

に

　

又
さ
ゝ
ら
な
み　

た
て
は

　

又
め
と
よ
な
み　

た
て
は　

　

又
す
づ
の
な
り　

し
よ
れ
は

　

又
か
ね
の
な
り
し
よ
れ
は

　

又
も
ゝ
そ　

ほ
こ　

も
た
ち
へ

　

又
な
ゝ
そ　

ゆ
み　

も
た
ち
へ

　

又
も
ゝ
そ　

さ
だ
け
わ
ち
へ

　

又
な
ゝ
そ　

し
た
げ
わ
ち
へ

　

又
あ
か
る
い
に　

あ
よ
で

　

又
て
だ
か
あ
な
に　

あ
よ
で  

15
一
し
よ
り
ま
人　

け
ら
へ
ま
人　

だ
り
じ
よ　

ゆ
そ
い

　

又
く
す
く
ま
人　

け
ら
へ
ま
人

　

又
た
ま
さ　

ゑ
ら
て　

さ
ゝ
ち
へ

　

又
ゆ
ろ
い　

ゑ
ら
て　

こ着
せ
て

　

又
み
ね
ま
く
び
り　

な
ゝ
そ　

た
う
ち
へ

　

又
ぎ
ぼ
く
び
り　

も
ゝ
そ　

た
う
ち
へ

　

又
こ
れ
ど　

し
よ
り　

こ
れ
ど　

く
す
く

　

又
し
よ
り
ち
よ
わ
る
あ
ぢ
お
そ
い

　

又
く
す
く
ち
よ
わ
る
あ
ぢ
お
そ
い

　
大
ぬ
し
き
や
天
と
ゝ
ろ
か
ふ
し

16
一
大
ぬ
し
き
や　

せ
ぢ
あ
ら
せ
ぢ　

し
ら
た
る　

け

に　

ま
た
ゝ
る
よ

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

よ
ど
り
あ
す
び

　

又
大
ぬ
し
ぎ
や　

ま
う
て
あ
す
び

　

又
か
せ
な
お
す
せ
ぢ
あ
ら
せ
ぢ

　

又
う
み
な
お
す
せ
ぢ
あ
ら
せ
ぢ

　

又
さ
に
し
ら
ぬ
み
お
ね
か
ず
お
し
う
け
て

　

又
か
ず
し
ら
ぬ
ゑ
そ
こ
か
す
お
し
う
け
て
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て
や
ん
お
な
ち
や
ら
か
ふ
し

17
一
し
よ
り
く
に
な
る
あ
ん
し

　

又
く
す
く
く
に
な
る
あ
ん
し

　

又
し
よ
り
ち
よ
わ
る
あ
ち
お
そ
い

　

又
く
す
く
ち
よ
わ
る
あ
ち
お
そ
い

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
大
き
み
は
た
か
べ
て

　

又
く
に
も
り
は
た
か
べ
て

　

又
か
み
し
も
は
あ
と
へ
て

　

又
ぢ
は
ち
れ
は
ろ
そ
い
て

　

又
い
し
べ
つ
は
こ
の
で

　

又
か
な
べ
つ
は
こ
の
て

　

又
い
し
ら
こ
は
お
り
あ
げ
て

　

又
ま
し
ら
こ
は
つ
み
あ
げ
て

　

又
な
み
の
う
へ
は
げ
ら
へ
て

　

又
は
な
く
す
く
け
ら
へ
て

　

又
物
ま
い
り
し
よ
わ
ち
へ

　

又
て
ら
ま
い
り
し
よ
わ
ち
へ

　

又
か
み　

も　

ほ
こ
り
よ
わ
ち
へ

　

又
こ
ん
げ
ん
も
ほ
こ
り
よ
わ
ち
へ  

　
あ
け
し
の
か
ふ
し

20
一�

か
み
が
な
し　

か
み
き
よ
ら　

あ
お
る
こ
が
せ　

や
も
ど
る
く
も　

は
き
や
り　

こ
が
ね
し
ま

は
ち
へ
お
わ
ち
へ

　

又
の
ろ
が
な
し　

の
ろ
き
よ
ら

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ　

ゑ
ら
て
の
せ
て
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又
て
か
ち　

ゑ
ら
て
の
せ
て

　
あ
か
る
三
日
月
か
ふ
し

21
一�

ゑ
け　

あ
か
る
い
の
み
づ
か
わ　

ゑ
け　

さ
い
わ

た
る
の　

さ
く
ら　

し
け
〳
〵
と　

お
り
さ
ち
へ　

け
お
よ
り　

あ
い
い
て
る
む

　

又
ゑ
け　

て
だ
が
あ
な
の
み
づ
か
わ

　

又
ゑ
け　

あ
さ
と
れ
か
し
よ
れ
は

　

又
ゑ
け　

よ
う
と
れ
が
し
よ
れ
は

　

又
ゑ
け　

い
た
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て

　

又
ゑ
け　

た
な
き
よ
ら
は
お
し
う
け
て

　

又
ゑ
け　

ふ
な
こ
ゑ
ら
て
の
せ
て

　

又
ゑ
け　

て
か
ち
ゑ
ら
て
の
せ
て

22
一�

ゑ
け
よ
う　

き
こ
ゑ
お
わ
も
り　

や
ゑ
け
よ
う

し
ま　

よ　

う
ち
と
り　

よ
わ
ち
へ

　

又
ゑ
け　

よ
う　

と
よ
む
お
わ
も
り
や

　

又
ゑ
け　

よ
う　

け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
ゑ
け　

よ
う　

け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
ゑ
け　

よ
う　

き
こ
へ
あ
ち
お
そ
い
や

　

又
ゑ
け　

よ
う　

と
よ
む
あ
ち
お
そ
い
や

　

又
ゑ
け　

よ
う　

大
き
み
は　

た
か
べ
て

　

又
ゑ
け　

よ
う　

せ
た
か
こ
は　

た
か
べ
て  

23
一
き
こ
ゑ
こ
ば
せ
り
き
よ　

し
よ
り
の
め
づ
ら
し
や

　

又
と
よ
む
こ
ば
せ
り
き
よ

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て  
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24
一�

ゑ
け　

あ
が
る
三
日
月
や　

ゑ
け　

か
み
ぎ
や
か

な
ま
ゆ
み

　

又
ゑ
け　

あ
か
る
あ
か
ほ
し
や

　

又
ゑ
け　

か
み
ぎ
や
か
な
ま
ゝ
き

　

又
ゑ
け　

あ
か
る
ほ
れ
ぼ
し
や

　

又
ゑ
け　

か
み
が
さ
し
く
せ

　

又
ゑ
け　

あ
か
る　

あ
か
る
の
ち
く
も
は

　

又
ゑ
け　

か
み
か
ま
な
き
ゝ
お
び

　
し
よ
り
く
に
な
る
あ
ん
じ
か
ふ
し

25
一
あ
れ
や　

こ
の　

か
い
と
り

　

又
お
せ
や　

こ
の　

か
い
と
り

　

又
て
や
ん　

お
な
ぢ
や
ら
の

　

又
き
も
ち
や　

お
な
ぢ
や
ら
の

　

又
お
な
こ
あ
ん
し　

や
れ
と
も

　

又
ゑ
と
む
あ
ん
し　

や
れ
と
も

　

又
め
や
べ　

が　

み
し
ゆ　

ゑ
ら
て

　

又
し
ら
く
ち
や　

が　

よ
そ　

ゑ
ら
て

　

又
お
り
よ
り
は　

す
る
〳
〵

　

又
ち
こ
よ
り
は　

す
る
〳
〵

　

又
あ
か
き
い
や
こ　

つ
く
〳
〵

　

又
よ
す
き
い
や
こ　

つ
く
〳
〵

　

又
と
か
い
ふ
ね　

な
て

　

又
や
か
い
ふ
ね　

な
て

　
は
や
り
ほ
し
や
か
ふ
し

26
一�

み
な
に
ま
ち
ら
す　

が　

か
ほ
う　

も
ゝ
ゑ
ら
び

　

又
と
む
に
ま
ち
ら
す　

が

　

又
と
か
し
き
の
あ
か
な
さ

　

又
な
り
む
ら
の
あ
か
な
さ

　

又
な
り
む
ら
の
そ
や
け
ご

　

又
も
ゝ
ゑ
ら
び　

は
お
し
う
け
て
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又
や
そ
ゑ
ら
び　

は
お
し
う
け
て

　

又
せ
と
し
な
い　

お
う
ね

　

又
ぬ
し
し
な
い　

お
う
ね

　

又
か
せ
む
か
て　

わ
き
あ
が
て

　

又
き
た
む
か
て　

わ
き
あ
が
て

　

又
あ
め
ふ
り
や
り　

す
み
あ
が
て

　

又
く
れ
ふ
り
や
り　

す
み
あ
が
て

　

又
お
さ
ん
だ
け　

ぬ
き
あ
て
れ

　

又
ま
こ
ち
あ
な　

ぬ
き
あ
て
れ

　
あ
け
し
の
が
ふ
し

27
一�

中
べ
あ
や
の
て
に
き
み　

ぎ
や　

や
ぐ
め
さ
す　

み
と
ろ
か
ね　

み
お
や
せ

　

又
く
も
べ
あ
や
の
て
に
ぬ
し
が
や
く
め
さ
す

　

又
あ
ふ
く
も
の
よ
ろ
い
は　

つ
み
あ
げ
て　

み
お
や
せ

　

又
す
ゑ
の
す
へ
と
み
に　

つ
み
な
お
ち
へ　

み
お
や
せ

　
ね
い
し
か
ま
い
し
か
ふ
し

28
一�

い
し
け
し
た
よ
う　

か
ほ
う　

よ
せ
つ
け
る

と
ま
り

　

又
か
ね
し
か
ね
と
の
よ

　

又
い
し
へ
つ
は　

こ
の
て

　

又
か
な
へ
つ　

は
こ
の
て

　

又
い
し
け　

よ
り
な
お
ち
へ

　

又
な
た
ら　

よ
り
な
お
ち
へ

　

又
く
す
ぬ
き　

は
こ
の
て

　

又
や
ま
と
ふ
ね　

こ
の
て

　

又
や
ま
と
た
び　

の
ぼ
て

　

又
や
し
ろ
た
び　

の
ぼ
て

　

又
か
は
ら
か
い　

に
の
ぼ
て

　

又
て
も
ち
か
い　

に
の
ぼ
て

　

又
お
も
い
ぐ
わ　

の
た
め
す

　

又
わ
り
か
ね　

か
た
め
す



490

　
し
よ
り
く
に
な
る
あ
ち
か
ふ
し

29
一�

い
ち
な
わ
の
と
よ
み
う
ら　

あ
ま
へ
ほ
こ
よ
る

き
よ
や
ら

　

又
あ
ら
さ
き
の
と
よ
み
う
ら

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
い
な
こ
み
や　

お
ろ
ち
へ

　

又
あ
ら
こ
み
や　

お
ろ
ち
へ

　
か
い
ふ
た
の
大
こ
ろ
か
ふ
し

30
一
た
い
ら
こ
し
ら
へ
や　

お
れ
な
お
せ　

か
み
〳
〵

　

又
も
り
の
こ
し
ら
へ
や

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
が
ぢ
や
も
り　

に　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
ね
だ
て
も
り　

に
お
れ
わ
ち
へ

　

又
も
ゝ
そ
ひ
ち
へ　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
な
ゝ
そ
ひ
ち
へ　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
あ
ま
み
や
ふ
た　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
し
ね
り
や
ふ
た　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
し
よ
り
も
り　

お
れ
わ
ち
へ

　

又
ま
た
ま
も
り　

お
れ
わ
ち
へ

　
こ
は
せ
り
き
よ
や
り
ほ
し
や
か
ふ
し

　
　
　
　
　
　
　
十
三
て

31
一�

お
お
み
づ
の
み
ち
よ
い
も
い　

お
ゑ
ち
へ　

こ
う

て　

は
や
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ょ

　

又
ふ
る
さ
と
の　

み
て
い
も
い

　

又
み
ち
よ
い
も
い
か　

う
ゑ
た
び

　

又
み
ち
よ
い
も
い
か　

あ
ら
た
び

　

又
よ
ざ
け
も
り
ど
こ
ろ



491 ニコライ・ネフスキー旧蔵『おもろさうし』について

　

又
よ
み
き
も
り
ど
こ
ろ

　

又
お
と
ぢ
や
へ　

は　

さ
そ
や
り　
十
三　

と
も
か
ら
は

さ
さ
て
と
あ
り

　

又
ち
お
と
ち
や　

は
さ
そ
や
り

　
こ
ば
せ
り
や
れ
け
か
ふ
し

32
一
あ
か
ん
お
ゑ
づ
き　

が　

か
い
と
り

　

又
ね
は
ん
お
ゑ
づ
き　

ぎ
や

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
し
ら
し
よ
き
な
わ
か
ふ
し

33
一�

き
こ
ゑ
お
に
の
き
み 

ゑ　

や
れ
し
く

し
け
か
け
て　

こ
が
せ

　

又
と
よ
む　

お
に
の
き
み

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か
し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
た
い
ら
こ
し
ら
い
か
ふ
し

34
一
き
み
な
お
り
わ
か
き
み　

う
ら
〳
〵
と　

お
せ

　

又
き
み
わ
か
く　

大
き
み

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て
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又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
せ
し
き
よ
か
な
く
す
く
か
ふ
し

35
一
し
よ
り
い
ち
や
〳
〵
か　

こ
ち
へ
き
よ
る　

き
よ

ら
や

　

又
く
す
く
い
ち
や
〳
〵
か

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
う
ら
お
そ
い
お
も
ろ
ふ
し

36
一
ま
さ
り
き
よ　

か　

ふ
な
や
れ　

ゑ　

お
き
に
や

あ
ん
し
お
そ
い
す
ち
よ
わ
れ

　

又
う
き
あ
が
り　

か
ふ
な
や
れ

　

又
な
け
ち　

て
　ゝ

お
も
な

　

又
あ
よ
て　

て
　ゝ

お
も
な

　

又
し
も
の
世
の
ぬ
し
の
そ
ろ
い

　

又
あ
ん
し
又
の
あ
ん
し
の
そ
ろ
い

　

又
ま
ほ
こ
り
の
お
な
ち
や
ら

　

又
す
ゑ
つ
き
の
お
な
ち
や
ら

　

又
お
や
の
も
と
か
ま
へ

　

又
あ
さ
か
も
と
か
ま
へ

　

又
こ
う
て
は　

ゑ
ら
た
な

　

又
こ
う
て
は　

は
き
よ
わ
な

　

又
か
く
ち
へ　

ゑ
た
る

　

又
の
す
で　

は
ち
や
る

　

又
さ
け
か
め　

に　

入
た
る
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又
き
み
か
め　

に
入
た
る

　
く
に
ち
や
か
ふ
し

37
一
く
め
の
こ
い
し
の　

か　

ふ
な
や
れ
ひ
や
し

　

又
も
ゝ
う
ら
こ
い
し
の
か

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
つ
き
の
わ
か　

き
よ
ら
か

　

又
て
た
の
わ
か　

き
よ
ら
か

　
こ
か
せ
か
ふ
し

38
一
く
め
の
こ
い
し
の
か　

ぢ
み
ち
あ
よ
む
や
に

こ
が
せ

　

又
も
ゝ
う
ら
こ
い
し
の
か

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
あ
か
ず
や
り
お
そ
い

　

又
き
み
の
や
り
お
そ
い

　

又
あ
か
る
い
に
む
か
て

　

又
て
た
か
あ
な
に
む
か
て  

　
ふ
な
や
れ
ひ
や
し
か
ふ
し

39
一
く
め
の
こ
い
し
の
か　

く
に
ぢ
だ
や
か　

よ

わ
か
き
よ　

か　

た
ま
よ
せ　

お
う
ね
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又
も
ゝ
う
ら
こ
い
し
の
か

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち　

ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
こ
か
せ
か
ふ
し

40
一
く
め
の
こ
い
し
の
か　

と
り
ぎ
や　

と
う
と
り

　

又
も
ゝ
う
ら
こ
い
し
の
か

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　
か
い
ふ
た
の
大
こ
ろ
か
ふ
し

41
一
ほ
か
ま
大
や
こ　

か　

や
ゝ
と
お
せ　

や
ち
よ
こ
た

　

又
い
ち
へ
き
大
や
こ
か

　

又
け
お
の
よ
か
る
ひ
に

　

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
あ
か
る
い
に
あ
よ
み
よ
わ

　

又
て
た
か
あ
な
に
あ
よ
み
よ
わ
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う
ち
い
て
は
お
し
か
け
か
ふ
し

42
一�
あ
け
し
の
ゝ
か
み
に
し
や　

や
れ
け　

や
ゝ
の

や
ほ
う　

あ
ふ
ら
ち
へ

　

又
あ
け
し
の
ゝ
の
ろ
に
し
や

　

又
な
よ
か
さ
の
せ
と
ち
や
う
す

　

又
そ
で
き
よ
ら
か　

ゆ
ど
り
ち
や
う
す

　

又
な
み
の
て
や　

ふ
な
は
ら
に　

し
な
い

　

又
か
せ
の
て
や　

ほ
う
ふ
ぐ
ろ　

に　

し
な
い

　

又
て
お
の
い
と　

は　

も
で
あ
わ
し
や
り　

み
な
わ
せ

　

又
て
お
の
い
と
は　

お
し
あ
わ
し
や
り　

た
づ
な
わ  

43
一
よ
な
お
さ
か　

ゑ
そ
こ　

ゑ
け
や
れ
け

　

又
か
み
に
し
や
か　

ゑ
そ
こ

　

又
あ
さ
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
よ
う
と
れ
か　

し
よ
れ
は

　

又
い
た
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
た
な
き
よ
ら
は　

お
し
う
け
て

　

又
ふ
な
こ
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
て
か
ち
ゑ
ら
て　

の
せ
て

　

又
う
ら
ま
わ
り　

し
よ
わ
ち
へ

　

又
さ
き
ま
わ
り　

し
よ
わ
ち
へ

　

又
あ
か
る
い
に
あ
よ
み
よ
わ

　

又
て
た
か
あ
な
に
あ
よ
み
よ
わ

　
う
ち
い
て
は
さ
は
し
き
よ
か
ふ
し

44
一�

き
こ
へ
お
し
か
さ　

と
よ
む
お
し
か
さ　

や
う
ら

お
ち
へ　

つ
か
い

　

又
き
ゝ
や
の
お
き
し
ま　

き
ゝ
や
の
も
い
し
ま

　

又
お
き
し
ま
か
ら　

ひ
る
か
ざ
り　

か
ち

　

又
ひ
る
か
さ
り
か
ら　

中
せ
と
う
ち　

か
ち　

中
せ
と　

十
三　

中
せ
ち
と
あ
り

　

又
中
せ
と
う
ち
か
ら　

か
ね
の
し
ま　

か
ち　
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又
か
ね
の
し
ま
か
ら　

せ
り
よ
さ
に　

か
ち

　

又
せ
り
よ
さ
に
か
ら　

あ
す
も
り
に　

か
ち

　

又
あ
す
も
り
に
か
ら　

あ
か
ま
る
に　

か
ち

　

又
あ
か
ま
る
に
か
ら　

さ
ち
き
や
も
り　

か
ち

　

又
さ
ち
き
や
も
り
か
ら　

か
な
ひ
や
ふ　

に
か
ち

　

又
か
な
ひ
や
ふ
か
ら　

さ
き
よ
た　

に
か
ち

　

又
さ
き
よ
た
か
ら　

お
や
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